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研究成果の概要（和文）：看護ケアの質のデータベースを確立するための理論的基礎を提供するために文献調査
を行った結果、看護師への研修、患者のアセスメント、迅速な治療提供の準備、患者との信頼関係構築とニーズ
や選好の把握、コミュニケーションとチームワーク、患者安全と合併症予防が中心的な要素として抽出された。
院内がん登録等を用いて、ガイドラインに基づく支持療法の実施割合とがん専門看護師の配置との関連が明らか
となり、既存データががん看護の質把握に活用できる可能性が示唆された。さらに、看護部長へのアンケート調
査の結果、看護部長は患者の生活の質を把握することが最も重要であるととらえていることが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：The results of our literature review can provide the theoretical framework 
for establishing a database of monitoring nursing care quality. We should include the following 
elements: training of the nurse, assessment and management of conditions, preparations to provide 
timely treatment, building a trust relationship with the patient, understanding their needs and 
preferences, communication and teamwork, patient safety and freedom from complications. Using the 
database, such as hospital-based cancer registries, the association between proportion of 
guideline-based supportive care and the assignment of oncology nurse specialists was identified. 
This shows the possibility that existing data can be used to understand the quality of oncology 
nursing. Furthermore, the results of a questionnaire survey of nurse managers revealed that they 
consider it most important to monitor the quality of life of patients.

研究分野： 看護管理
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研究成果の学術的意義や社会的意義
高齢のがん患者の増加など、がん患者の多様性が進む中で、患者が安心して納得できる治療を受けるためには、
患者の個別性を考慮した看護ケアが必要不可欠である。測定は、質改善の中心概念とされる。本研究において、
看護ケアの質のデータベースを確立するための理論的基盤を明らかとしたこと、さらに既存情報を用いてがん看
護を可視化できる可能性が示唆されたことは今後看護の実態を把握し、よりよい患者ケアへの改善につなげる基
礎的な資料となると考える。国際誌にも2本原著として掲載され、広く看護関係者だけでなく、がん患者に関わ
る多職種にも看護師の役割認識の理解につながることを期待する。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 質の測定は、質改善の中心となる概念である。しかし、看護の機能を反映するものが何かとい
う点が明確化されにくいこと、そして測定が困難であるということが継続的な看護の質指標の
モニタリングを困難にしている。近年、診療情報の電子化が進むとともにがん登録をはじめとす
る疾患登録や日々の診療情報データベースを活用した医療やケアの質評価の試みが国内を問わ
ず重要となっている。疾患登録や診療情報から抽出する指標は、抽出できる変数には限界がある
ものの、悉皆性が高く、医療従事者、患者や家族に負担をかけずに評価ができるという利点があ
り、継続的な看護の質をモニタリングする上でその利用価値は高いと考える。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、①看護ケアの質のデータベースを確立するための理論的基礎を提供するため、看
護ケアのモニタリングにおける要素を Nursing Role Effectiveness Model（Irvineら）に基づ
いて明らかにすること、②診療情報データベース等の既存情報から把握できる看護の質指標に
ついて探索的な検討として、化学療法を受けるがん患者に対する予防的制吐療法の実施状況と
がん専門看護師らの配置との関連を明らかにすること、③病院で提供する看護ケアの責任者で
もある看護管理者の視点からがん看護の質指標として把握するべき要素を明らかにすることを
目的とした。 
 
３．研究の方法 
目的①PubMED、CINAHL、コクランデータベース等を用いて 2018年 4月までに公開された文献を
対象に文献調査を行った。抽出された看護ケアのモニタリングにおけるコア要素について
Irvineらの提唱した Nursing Role Effectiveness Modelに基づいて分類した。 
目的②院内がん登録とリンケージさせた DNP 導入の影響評価にかかる調査データを用いて、ま
ず初回の化学療法患者について催吐性リスクと催吐性リスク別に予防的制吐薬の処方実態を分
析した。その結果を踏まえ、がん専門看護師、がん看護認定看護師らの配置とガイドラインに基
づく予防的制吐薬の処方割合との関連についてマルチレベル分析を実施した。 
目的③がん診療連携拠点病院等を中心とするがん診療病院 849 施設の看護部長を対象に、がん
看護の質把握の重要性と継続的なモニタリングの必要性の認識についてインターネット調査を
実施した。 
 
４．研究成果 
【看護ケアの質モニタリングにおける要素】  
看護ケアについて19文献（18研究）が選定された。これらの文献から抽出された要素をNursing 

Role Effectiveness Modelに基づいて構造、過程、結果の 3つに分類した。これらの要素につ
いてみると、構造では看護師への研修、過程では患者のアセスメント、迅速な治療提供の準備、
患者との信頼関係構築とニーズや選好の把握、コミュニケーションとチームワーク、結果では患
者安全と合併症予防の要素について今回抽出された文献の 3 分の 1 以上でモニタリングするべ
き要素として挙げられていた。また、指標の選定においては、関連する複数のステイクホルダー
が関与することが指標の選定において重要であることが示唆された。（奥山ほか、医療の質・安
全学会誌 2023年 17（1）：3-15） 

 
【化学療法を受けるがん患者に対する予防的制吐療法の実施状況とがん専門看護師らの配置】 
化学療法を受けるがん患者対する予防的制吐療法実施状況をみると、高度催吐性リスクが高

い抗がん剤が使用されている食道や乳がん患者に対する治療においてはガイドラインで推奨さ
れている 3剤を併用した制吐療法が実施されている割合が 90％以上と高くなっていたのに対し、
悪性リンパ腫ではガイドラインでは 3 剤が推奨されているがステロイドを除く 2 剤の制吐療法
が実施されている割合が高いことが明らかとなった（Okuyama, et al. Cancer Rep 2022：
5(3)：e1482）。 

こうしたがんによる治療の差異を踏まえ、がん専門看護師、がん化学療法認定看護師の配置と
予防的制吐療法の実施割合との関連についてマルチレベル分析を行った結果、がん専門看護師
が配置されている施設のほうが、ガイドラインに基づく制吐療法の実施割合が高いことが明ら
かとなった。一方でがん化学療法認定看護師の配置はガイドラインに基づく制吐療法実施割合
に対してポジティブな関連を認めたが、統計学的有意差は認めなかった。これは、今回調査対象
となった病院の 90％以上においてすでにがん化学療法認定看護師が配置されていたためではな
いかと考えられた。本研究では初めてがん専門看護師の配置が診療ガイドラインに基づく制吐
療法の実施割合と関連があることを明らかとなった。（Okuyama, et al. Supportive Care in 
Cancer 2022:30(9）：7815） 

 
 



 
【看護管理者からみたがん看護の質モニタリング要素】 
 がん看護の質モニタリングとして、看護部長は患者の生活の質を把握することが最も重要で
あるととらえていた。また、がん登録数が多い施設では看護師の質・量の確保を継続的に把握す
る必要性の認識が高く、がん診療規模によってモニタリングするべき要素が異なる可能性が示
唆された。 
 

 
図 1.がん別化学療法催吐性リスク分布（奥山他.第 58回日本癌治療学会学術集会発表資料より） 

 

 
図 2.がん別静注高度催吐性リスク時の予防的制吐療法（奥山他.第 58 回日本がん治療学会学術

集会発表資料より） 

 

表 1.予防的制吐療法実施を従属変数としたマルチレベル混合効果ロジスティック回帰分析結果 

 
（奥山他.第 25回日本看護管理学会学術集会発表資料より抜粋） 
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